
「第60期通常総会」を開催。全議案が満場一致で採択されました。

大船渡市山林火災支援募金は全国から２億３千万円集まり市に贈呈 憲法・平和・沖縄問題について考え合った「５・３憲法集会」

岩手県生協連　第60期通常総会報告
〜 協同・助け合いの輪を広げて誰もが健康で安心して暮らせる地域づくりを
すすめ、平和と人権、持続可能な地球環境や安全・安心な食・食料を守ろう 〜

■会員生協トピックス
・消費者信用生協
・盛岡大学生協

■岩手県生協連トピックス
・�大船渡市山林火災支援募金　全国からの２億３千万円を贈呈
・�政府が責任をもって米危機打開を！いわて食・農ネットが県
への請願や宣伝実施

・�棄権せずに投票に行こう！くらしネットいわてで参院選立候
補予定者に政策アンケートを実施

・10月29日岩手県消費者大会開催のお知らせ

子どもたちに平和で安心できる未来を渡そう！
～憲法を守り、大軍拡反対や核兵器廃絶、学校給食費無償化を求める取り組み～

特集

岩手の生協 VOL.68 2025.8
岩手県生活協同組合連合会
〒020-0690　岩手県滝沢市土沢220-3
019-684-2225／ 019-684-2227

岩手の生協の今をお伝えする



岩
手
県
生
協
連　
第

岩
手
県
生
協
連　
第
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期
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

期
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
～
協
同・助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

　
～
協
同・助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

　
　
す
す
め
、平
和
と
人
権
、持
続
可
能
な
地
球
環
境
や
安
全・安
心
な
食・食
料
を
守
ろ
う
～

　
　
す
す
め
、平
和
と
人
権
、持
続
可
能
な
地
球
環
境
や
安
全・安
心
な
食・食
料
を
守
ろ
う
～

　
６
月
２６
日
、
第
６０
期
（
２
０
２
５
年
度
）
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、「
２
０
２
４
年
度
事
業
・
決
算
報
告
」、
今
後
５
年
間
の
方
針
を
掲
げ
た

「
第
１０
次
中
期
計
画
」、「
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
」
な
ど
、
６
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

特 集
《
第
１０
次
中
期
計
画
（
２５
～
２９
年
度
）

で
め
ざ
す
も
の
》

⑴�

組
合
員
の
共
通
の
願
い
や
地
域
社
会

の
期
待
に
応
え
、
協
同
の
輪
、
助
け

合
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
「
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
」「
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
」
を
す
す
め
る
。

⑵�

「
平
和
と
人
権
」「
福
祉
の
充
実
と
健

康
」「
持
続
可
能
な
地
球
環
境
や
地

域
社
会
」「
安
全
安
心
な
食
・
食
料
」

を
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
組
合
員
、
会
員
生
協
、
諸
団

体
の
力
を
あ
わ
せ
る
。

⑶�

多
様
な
県
内
の
生
協
事
業
を
す
す
め

て
い
く
。
岩
手
県
生
協
連
は
、
会
員

生
協
間
の
協
同
や
連
帯
を
強
め
る
よ

う
支
援
し
、
さ
ら
に
行
政
や
諸
団
体

と
の
関
係
を
強
化
し
、
期
待
さ
れ
信

頼
さ
れ
る
生
活
協
同
組
合
に
な
る
よ

う
役
割
を
発
揮
す
る
。

《
み
ん
な
で
取
り
組
む
重
点
課
題
》

⑴�

人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
や
事

業
、
復
興
支
援
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
。

⑵�

格
差
の
是
正
、
貧
困
問
題
へ
の
対
応

を
す
す
め
る
。

⑶�

平
和
・
憲
法
・
人
権
を
守
り
、
核
兵
器

廃
絶
を
求
め
る
。

⑷�

社
会
保
障
充
実
を
求
め
、
消
費
税
を

は
じ
め
不
公
平
税
制
や
増
税
に
反

対
。

⑸�

灯
油
の
適
正
価
格
・
安
定
供
給
に
向

け
て
責
任
を
持
つ
石
油
行
政
を
求
め

る
。

⑹�

食
料
・
食
の
安
全
、
農
林
漁
業
を
守

り
、
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
取
り

組
む
。

⑺�

脱
原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
、
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み

推
進
。

⑻�

消
費
者
行
政
の
充
実
を
求
め
る
。

⑼�

ユ
ニ
セ
フ
活
動
の
推
進
。

⑽�

生
協
講
座
、協
同
組
合
講
座
の
開
催
。

⑾�
会
員
生
協
の
運
動
・
事
業
・
経
営
に
役

立
つ
県
連
の
役
割
強
化
。

⑿�

行
政
、
諸
団
体
、
協
同
組
合
と
の
関

係
強
化
。

⒀�

県
生
協
連
や
会
員
生
協
の
活
動
を
多

く
の
県
民
や
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

に
発
信
。

《
当
日
発
言
（
要
旨
）》

大
船
渡
山
林
火
災・
能
登
地
震
支
援
報

告
と
今
後
の
支
援
活
動
連
携
に
つ
い
て

　

大
船
渡
市
山
林
火
災
で
は
、
け
せ
ん

コ
ー
プ
の
こ
～
ぷ
委
員
中
心
に
、
汁
物

の
炊
き
出
し
等
で
支
援
。
ま
た
被
害
を

受
け
た
方
の
生
活
再
建
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
よ
う
と
、
募
金
活
動
も
実
施

し
た
。

　

生
活
再
建
に
は
長
い
支
援
が
必
要
だ

が
、
当
面
2
つ
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
交
流
会
開
催
費
用
の
協

力
。
仮
設
住
宅
近
く
で
交
流
会
を
開
催

す
る
団
体
に
、
お
茶
菓
子
等
費
用
の
協

力
を
す
る
予
定
。
2
つ
目
は
訪
問
支
援

活
動
の
協
力
で
、
訪
問
す
る
団
体
と

２
０
０
世
帯
余
り
を
一
緒
に
ま
わ
る
予

定
。
訪
問
の
際
に
贈
呈
す
る
調
味
料

セ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
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昨
年
末
に
能
登
支
援
に
行
っ
て
き
た

が
、復
興
と
い
う
に
は
程
遠
い
状
況
で
、

息
の
長
い
支
援
が
必
要
。
県
内
生
協
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
復

興
支
援
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
表
示
等
生
協
連
と

共
催
し
た
食
に
関
す
る
運
動
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
約
８
割
が
班
に
所
属
し
て

い
る
が
、
高
齢
や
介
護
等
で
班
長
が
大

変
と
い
う
声
も
あ
り
、
班
会
開
催
を
呼

び
か
け
、
助
け
合
え
る
よ
う
班
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
た
。

　

組
合
員
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
活
発
に

実
施
し
、
米
問
題
、
物
価
高
等
で
、
生

産
者
と
繋
が
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
食
や
自
然
、
子
育
て
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
に
も
参
加
し
、
食
に
関

心
の
高
い
層
や
子
育
て
世
代
へ
発
信
で

き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
新
た
な
繋
が
り

も
で
き
た
。

　

わ
か
め
の
芯
取
り
体
験
等
生
産
者
と

交
流
し
た
り
、
環
境
の
変
化
等
も
産
直

先
を
通
じ
て
学
習
も
行
っ
た
。

　

岩
手
県
生
協
連
と
は
、
食
の
安
全
学

習
会
を
共
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
、
県
生
協
連
、
県
消
団
連
、
生
産

者
団
体
と
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
表
示

等
含
め
た
更
な
る
検
討
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
県
議
会
請
願
に
取
り
組
み
、

採
択
さ
れ
た
。

　

当
生
協
は
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を
扱
わ

な
い
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
こ
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
加
入
を
す
す
め
て
い
き

た
い
。

ラ
ン
チ
交
流
会
や
若
年
層
へ
の
利
用
案

内・商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

　

現
職
組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、
共
同

購
入
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
月
間
と
い
っ
た
主

力
事
業
が
減
少
。
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
改
正
に
伴
い
、
配
送
費
が
大
幅
増

加
し
た
こ
と
で
物
件
費
が
計
画
を
超

え
、
厳
し
い
決
算
と
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
く
ら
し
提
案
と
し
て
、

子
育
て
世
代
を
含
む
若
年
層
へ
の
利
用

案
内
や
商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
継
続
。
育
休
中
の
組
合
員
を
中
心

に
ラ
ン
チ
交
流
会
も
実
施
し
た
。

　

朝
食
事
情
調
査
に
基
づ
き
手
軽
に
摂

取
で
き
る
食
品
提
案
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
特
に
若
い
世
代
の
声
を
ど
う

活
か
し
情
報
発
信
し
て
い
く
か
、
課
題

と
し
て
取
り
組
む
。

地
産
地
消・農
業
体
験
の
取
り
組
み
、

10
次
中
計
へ
の
賛
同
と
協
力
に
つ
い
て

　

地
産
地
消
と
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
削

減
で
、
岩
手
大
学
・
県
立
大
学
２
生
協

で
県
産
ひ
と
め
ぼ
れ
を
２
０
０
８
年
度

か
ら
供
給
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度

か
ら
は
金
色
の
風
を
従
来
の
ひ
と
め
ぼ

れ
使
用
時
の
価
格
で
提
供
を
し
、
パ
ッ

ク
米
を
配
っ
て
Ｐ
Ｒ
も
し
た
。

　

米
不
足
の
影
響
で
仕
入
れ
価
格
が
前

年
度
１
・
４
倍
に
上
昇
し
た
が
、
提
供

価
格
を
据
え
置
き
で
き
、
金
色
の
風
に

つ
い
て
は
、
次
の
収
穫
時
期
ま
で
の
米

は
純
情
米
い
わ
て
の
協
力
で
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

学
生
委
員
会
で
は
、
今
年
も
田
植
え

や
稲
刈
り
企
画
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ａ
職

員
や
農
家
の
方
へ
の
質
疑
応
答
も
行

い
、
状
況
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
学
生
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
す
す
め
、
10
次
中
計
の
「
食

料
・
食
の
安
全
、
農
林
漁
業
を
守
り
、

食
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
」
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

加
入
促
進
や
重
要
性
な
ど

共
済
を
周
知
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

　

共
済
を
身
近
に
感
じ
、
食
生
活
や
健

康
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
、
初
め
て

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
企
画
を
実
施
。
自
炊
す

る
学
生
に
大
変
好
評
で
、
３
日
間
で

２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　

受
験
合
格
発
表
後
か
ら
入
学
予
定
者

へ
向
け
、
何
度
も
説
明
会
を
開
催
し
共

済
の
大
事
さ
を
伝
え
、
昨
年
よ
り
大
き

く
共
済
加
入
が
伸
長
し
た
。

　

怪
我
や
病
気
の
時
、
入
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

共
済
は
怪
我
や
事
故
の
給
付
申
請
が

多
い
が
、
近
年
は
メ
ン
タ
ル
に
よ
る
不

調
や
精
神
疾
患
で
の
受
診
も
増
加
し
て

い
る
。

　

重
度
の
精
神
疾
患
に
な
る
前
に
早
め

に
受
診
を
す
す
め
る
「
こ
こ
ろ
の
早
期

対
応
保
障
」
が
あ
る
が
、
昨
年
度
も
５

件
給
付
が
あ
っ
た
。

　

給
付
件
数
も
伸
び
る
よ
う
、
普
段
か

ら
周
知
活
動
を
活
発
に
し
て
い
き
た

い
。

生活クラブ生協
菊池江里奈代議員

岩手県学校生協
高橋靖浩代議員

岩手大学生協
塚原英明代議員

岩手県立大学生協
本館あゆみ代議員



病
院・介
護
施
設
経
営
危
機
や
病
床
削
減

の
懸
念
。
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
に
伴
い
医
療
機
関

へ
の
補
助
金
が
な
く
な
り
、
経
営
が
悪

化
。
医
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
で
、

病
院
、
介
護
施
設
は
、
満
床
・
満
室
で

も
赤
字
に
な
る
シ
ス
テ
ム
に
。
全
国
の

病
院
の
７
割
が
赤
字
を
抱
え
、
介
護
施

設
の
休
止
・
廃
止
が
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
の
状
況
で
、
保
険
料
負
担
の
軽
減

の
た
め
、
全
国
の
病
床
11
万
床
を
減
ら

し
、
医
療
費
を
年
間
4
兆
円
削
減
す
る

こ
と
で
3
党
が
合
意
。
医
療
費
削
減
の

一
方
で
、
軍
事
費
は
拡
大
。
政
府
の
狙

い
は
患
者
・
利
用
者
を
家
に
閉
じ
込
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
に
岩
手
県
は

健
康
寿
命
・
脳
血
管
疾
患
・
医
師
数
が
全

国
の
ワ
ー
ス
ト
・
悲
観
的
な
状
況
。
そ

こ
で
、
医
療
生
協
の
出
番
と
な
る
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
→
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

→
健
診
→
受
診
の
健
康
サ
イ
ク
ル
を
実

践
し
、
自
分
の
健
康
を
自
分
の
手
で
守

る
こ
と
を
提
起
す
る
。
会
員
生
協
の
職

場
健
診
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
職
員
・
家

族
・
組
合
員
へ
の
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

取
り
組
み
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

家
計
の
窮
状
を
訴
え
る
相
談
の
現
状
と

困
窮
者
支
援
等
へ
の
賛
同
と
協
力

　

く
ら
し
や
お
金
に
か
か
わ
る
相
談
事

業
と
貸
付
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
設
立

か
ら
56
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

年
間
約
１
，５
０
0
件
の
相
談
で
は
、

約
9
割
は
家
計
の
苦
し
さ
を
訴
え
、
物

価
高
で
家
計
赤
字
に
苦
し
ん
で
い
る
相

談
だ
っ
た
。
特
に
お
子
様
の
い
る
家
庭

は
、
子
育
て
費
用
や
教
育
資
金
を
捻
出

で
き
な
い
と
い
う
深
刻
な
貧
困
状
態
も

多
い
。

　

そ
の
中
で
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
学

校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
取
り
組
み

等
は
、
当
生
協
と
し
て
非
常
に
心
強
く

感
じ
て
い
る
。
く
ら
し
や
お
金
の
悩
み

を
解
決
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
一
緒

に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
貧
困
問
題
は
経
済
的
困
難
だ

け
で
な
く
、
家
庭
環
境
や
健
康
、
就
業

機
会
等
様
々
な
要
素
が
背
景
に
あ
る
。

専
門
機
関
と
連
携
し
た
支
援
が
必
要

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り
、
貧
困

格
差
解
消
に
微
力
だ
が
貢
献
し
た
い
。

共
済
の
必
要
性
、
交
通
安
全
、
子
ど
も
の

成
長
応
援
、
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

　

共
済
推
進
、
公
式
ア
プ
リ
登
録
・
利

用
促
進
、
社
会
貢
献
活
動
の
活
動
を
展

開
し
た
。

　

大
船
渡
市
山
林
火
災
が
発
生
し
た

が
、
被
災
者
の
中
に
は
、
充
分
な
補
償

を
準
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
組
合
員
も

見
受
け
ら
れ
た
。
改
め
て
保
障
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
く
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
方
へ
の
一
日
も
早
い
共
済
金
支
払

に
よ
る
再
建
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ

た
。

　

ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
で
は
、
横
断

旗
寄
贈
の
ほ
か
、
大
船
渡
市
の
2
つ
の

小
学
校
へ
な
わ
と
び
・
長
な
わ
を
寄
贈

し
た
。

　
「
7
才
の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
こ
ど
も
の
成
長
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
加
え
、
新
た
に
「
公
式
ア
プ
リ
登
録

1
件
に
つ
き
1
食
分
の
お
米
を
社
会
福

祉
協
議
会
等
に
寄
贈
」
す
る
取
り
組
み

も
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

会
長
理
事
は

阿
部
慎
二
氏
が
重
任

　

改
選
後
に
第
１
回
理
事
会

を
開
催
し
、
阿
部
慎
二
い
わ

て
生
協
理
事
長
が
会
長
理
事

に
重
任
し
ま
し
た
。

岩手労済生協
高橋満代議員

消費者信用生協
藤川晋吾代議員

盛岡医療生協
佐々木徳司代議員

《
当
日
発
言
へ
の
理
事
会
か
ら
の
答
弁
》

　

ど
の
意
見
も
自
生
協
の
特
徴
的
な
話

を
し
て
く
れ
た
。
発
言
に
あ
る
各
生
協

の
活
動
が
今
後
も
さ
ら
に
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
事
業
で
頑
張
る
だ
け
で
は
組
合
員

の
く
ら
し
や
権
利
は
守
れ
な
い
。
社
会

の
問
題
を
自
分
事
と
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
、
学
習
会
は
今
後
も
力
を
い
れ
て

い
き
、
声
を
あ
げ
て
社
会
に
働
き
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

吉田敏恵専務理事
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子
ど
も
た
ち
に
平
和
で
安
心
で
き
る
未
来
を
渡
そ
う
！

子
ど
も
た
ち
に
平
和
で
安
心
で
き
る
未
来
を
渡
そ
う
！

～
憲
法
を
守
り
、
大
軍
拡
反
対
や
核
兵
器
廃
絶
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
取
り
組
み
～

～
憲
法
を
守
り
、
大
軍
拡
反
対
や
核
兵
器
廃
絶
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
取
り
組
み
～

●
民
意
は
憲
法
の
下
で
平
等
で
あ
る
べ
き

　
５・３
憲
法
集
会
開
催

　

県
生
協
連
も
幹
事
団
体
を
つ
と
め
る

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
（
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手

の
会
）
は
、
５
月
３
日
に
「
憲
法
集
会

㏌
い
わ
て
」
を
開
催
。
２
９
０
人
（
そ

の
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
４０
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
僕
が
今
、
伝
え
た
い
こ

と
聞
い
て
く
れ
へ
ん
か
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
で
芸
人

の
「
せ
や
ろ
が
い
お
じ
さ
ん
」
が
公
演
。

政
治
や
経
済
、
沖
縄
や
平
和
や
人
権
な

ど
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
、
分
か
り
や

す
く
笑
い
も
と
り
な
が
ら
解
説
し
問
題

提
起
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
な
が

ら
、
軍
事
基
地
の
集
中
す
る
沖
縄
の
現

状
を
踏
ま
え
、「
尊
重
さ
れ
る
民
意
と

そ
う
で
な
い
民
意
が
あ
る
の
は
構
造
的

な
差
別
で
あ
り
、
憲
法
の
も
と
の
平
等

に
な
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

参
加
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
お
か

し
い
こ
と
は
お
か
し
い
、
と
言
っ
て
く

れ
て
ス
ッ
キ
リ
」「
涙
が
出
る
ほ
ど
笑
っ

た
が
、
沖
縄
や
憲
法
へ
の
思
い
も
伝

わ
っ
て
き
た
」「
難
し
い
言
葉
で
は
な

く
、
親
し
み
や
す
い
内
容
を
問
題
提
起

し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。
憲
法
は
今
後

も
守
る
べ
き
」「
沖
縄
の
民
意
と
本
土

の
民
意
に
差
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

集
会
後
は
、
会
場
周
辺
で
ピ
ー
ス

パ
レ
ー
ド
を
実
施
。「
戦
争
準
備
よ
り
、

人
権
、
く
ら
し
が
大
事
」「
大
軍
拡
も

大
増
税
も
や
め
て
」
な
ど
と
コ
ー
ル
し

な
が
ら
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

●
平
和
に
向
け
官
民
の
外
交
が
重
要

　
九
条
の
会
東
北
交
流
会
開
催

　

５
月
２４
日
に
、「
九
条
の
会
東
北
交

流
会
㏌
い
わ
て
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

年
１
回
、
東
北
６
県
を
持
ち
回
り
で

行
っ
て
い
る
こ
の
交
流
会
は
、
今
回
は

岩
手
（
事
務
局
：
岩
手
県
生
協
連
・
岩

手
県
消
団
連
）
が
担
当
し
、
盛
岡
市
で

開
催
。
２
２
０
人
以
上
（
会
場
１
２
０

人
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
０
０
人
以
上
）
が
参
加

し
、
東
北
各
県
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

を
つ
く
っ
て
視
聴
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
猿
田
佐
世
さ
ん
（
弁

護
士
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
新
外
交
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
事
務
局
長
）
が
、「
外

交
で
平
和
を
作
る
と
は
何
か
～
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
～
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

猿
田
さ
ん
は
、
台
湾
有
事
で
日
本
が

戦
場
と
な
る
か
も
と
防
衛
予
算
を
倍
に

し
て
も
、
中
国
の
軍
事
費
の
２
／
５
に

も
な
ら
な
い
。
軍
事
で
対
応
す
る
の
は

無
理
。
日
本
の
す
べ
き
こ
と
は
対
立
緩
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《
お
知
ら
せ
》

～
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
～

参
加
無
料

９
月
２８
日
（
日
）
１０
時
～
１２
時

岩
手
県
自
治
会
館
第
２
会
議
室

（
盛
岡
市
山
王
町
）

内
容
：�

浅
野
英
男
さ
ん
（
核
兵
器

を
な
く
す
日
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
記
念
ス
ピ
ー
チ
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

参
加
締
切
：
９
月
１９
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：

岩
手
県
生
協
連

核
禁
条
約
批
准
を
求
め
る

核
禁
条
約
批
准
を
求
め
る

岩
手
の
会

岩
手
の
会

結
成
４
周
年
集
会

結
成
４
周
年
集
会

参加申込は
こちらから

講演の様子は
YouTubeで
ライブ配信致
します。

和
の
外
交
だ
と
説
明
。
政
府
も
市
民
社

会
も
日
常
的
に
協
力
関
係
を
築
く
こ
と

が
緊
急
時
に
生
き
て
く
る
と
強
調
し
、

｢

回
避
す
る
道
の
り
が
い
か
に
困
難
で

あ
っ
て
も
、
耐
え
難
い
戦
争
を
受
け
入

れ
る
困
難
さ
は
外
交
に
よ
る
問
題
解
決

の
困
難
を
上
回
る
。
最
後
ま
で
外
交
を

諦
め
て
は
な
ら
な
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
交
を
重
視
す
る
政
府
に
変

え
る
な
ど
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言

に
嘆
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
市
民
の
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
話

見逃し配信
https://youtu.be/
XjkNqmkqNlg

し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
東
北
各
県
か
ら
の
報

告
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
岩
手
か
ら

は
、
都
南
９
条
の
会
が
報
告
。
現
憲
法

と
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
の
概
略
を

ビ
ン
ゴ
に
し
、
現
憲
法
と
比
べ
な
が
ら

楽
し
く
学
べ
る
「
憲
法
ビ
ン
ゴ
」
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
福
島
で
の
開
催
で
す
。

●
学
校
給
食
費
無
償
化
は
公
平
な
支
援

　
岩
手
の
会
結
成
１
周
年
学
習
会
開
催

　

５
月
３１
日
に
、
岩
手
県
生
協
連
ほ
か

２５
団
体
で
構
成
す
る
学
校
給
食
費
無
償

化
を
求
め
る
岩
手
の
会
（
事
務
局
：
盛

岡
医
療
生
協
）
の
結
成
1
周
年
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

岩
手
の
会
共
同
代
表
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ

ン
ク
ル
い
わ
て
理
事
長
の
山
屋
理
恵
さ

ん
が
講
演
。
文
科
省
は
無
償
化
の
た
め

の
課
題
整
理
を
昨
年
１２
月
に
発
表
し
て

い
る
が
、
今
も
昭
和
４５
年
当
時
の
課
題

整
理
を
使
っ
て
い
て
、
国
の
価
値
観
は

時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
紹
介
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
８
０
万
人
い
る
給
食
対
象

者
の
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
不
登
校
や

ア
レ
ル
ギ
ー
で
給
食
を
食
べ
ら
れ
て
い

な
い
児
童
生
徒
も
多
い
の
で
、
無
償
化

す
る
と
不
公
平
だ
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

「
皆
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
、
そ
の
人
に

あ
っ
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
公
平
だ
」

と
指
摘
。

　

日
本
の
教
育
費
の
公
的
負
担
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
で
は
下
か
ら
３
番
目
の
低
さ
で
個

人
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
、「
少
子
化
対
策
と
い
う
と
出

生
率
の
事
だ
け
で
今
い
る
子
ど
も
の
対

応
を
し
て
い
な
い
。
貧
困
対
策
こ
そ
や

る
べ
き
だ
」
と
、
貧
困
格
差
に
も
触
れ
、

給
食
費
無
償
化
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

現憲法と改正草案の違いを学ぶ「憲法ビンゴ」
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消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合

盛
岡
大
学
生
活
協
同
組
合

盛
岡
大
学
生
活
協
同
組
合

2024年度実績
　 組合員数11,529人
　 事 業 高 1,655,481千円
HP
https://www.cfc-ss.coop/

2024年度実績
　組合員数2,309人　事業高159,047千円
　HP　https://www.morioka.u-coop.or.jp/

　

消
費
者
信
用
生
協
は
、
組
合
員

の
生
活
改
善
・
向
上
を
目
的
に
相

談
と
貸
付
を
行
う
生
協
と
し
て

１
９
６
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

お
金
や
く
ら
し
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
お
聞
き
し
、
年
間
約

１
，５
０
０
件
の
相
談
を
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
多
重
債
務
相
談
を
は

じ
め
と
し
、
生
活
困
窮
を
背
景
と

し
た
家
計
相
談
、
住
ま
い
の
確
保

に
課
題
を
抱
え
る
居
住
相
談
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
相
談
、希
死
念
慮
（
自

ら
命
を
絶
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
や
反
芻
）
の
あ
る
方
の
電
話
相

談
な
ど
、
相
談
内
容
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

信
用
生
協
で
は
、
そ
う
い
っ
た

複
合
的
な
問
題
を
抱
え
る
方
の
相

談
対
応
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
他

の
相
談
機
関
と
の
合
同
相
談
会
を

随
時
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
で
連

携
し
た
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
物
価
高
騰
の
影
響
か

ら
家
計
改
善
支
援
の
重
要
性
は
高

ま
り
、
信
用
生
協
の
役
割
は
よ
り

　

盛
岡
大
学
生
協
は
、
１
９
８
９

年
に
設
立
さ
れ
た
大
学
内
の
職
域

生
協
で
す
。
通
常
は
購
買
店
、
食

堂
を
中
心
に
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
大
学
な
ら
で
は
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
の
入
学
時
に

は
、「
学
生
総
合
共
済
」
へ
の
加
入

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
総
合
共
済
は
、
万
が
一
の
ケ

ガ
と
か
病
気
の
際
の
入
通
院
に
対

し
て
保
障
を
行
う
共
済
制
度
で
す
。

掛
け
金
を
も
と
に
し
て
、
ケ
ガ
と

か
病
気
で
困
っ
て
い
る
学
生
に
お

見
舞
金
を
送
ろ
う
、
大
学
生
活
を

継
続
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
願
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
制
度
で
す
。

　

学
生
総
合
共
済
の
日
常
活
動
の

中
に
は
予
防
、
提
案
活
動
も
あ
り
、

各
大
学
生
協
で
は
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
盛
岡
大

学
生
協
で
も
予
防
、
提
案
活
動
の

一
環
と
し
て
、「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
機
械
を
使

い
、
簡
単
に
普
段
の
野
菜
の
摂
取

量
が
、
数
値
化
し
て
わ
か
り
や
す

一
層
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
複
合
的
な

問
題
を
抱
え
た
方
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
組
合
員
お
よ
び
消
費
者
の

く
ら
し
の
安
心
安
全
の
向
上
と
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

︿
ご
相
談
の
ご
予
約
﹀

　

電
話
０
１
２
０
－
１
０
１
－
２
４
５

　

月
～
土
（
祝
祭
日
除
く
）

　

9
時
～
17
時

く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
結
果
を
も
と
に
学
生
、
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
食
生
活
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
は
、
盛

岡
大
学
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
フ
ェ
ア
」
の
ブ
ー
ス
と
し
て

お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

の
研
究
室
と
の
共
催
と
し
て
研
究

室
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ
き
、
３
日
間
合
計
で

４
５
９
名
の
学
生
・
教
職
員
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
学
生
の
み
な
さ
ん

の
健
康
安
全
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

「ウェルビーイングフェア」でのベジチェッ
クの様子

7
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■
大
船
渡
市
山
林
火
災
支
援
募
金

　
全
国
か
ら
の
２
億
３
千
万
円
を
贈
呈

　

２
月
に
発
生
し
、
４
月
７
日
の
鎮

火
ま
で
市
面
積
の
１
割
に
当
た
る
３
，

３
７
０
㌶
を
延
焼
し
た
大
船
渡
市
の
大

規
模
山
林
火
災
。
被
災
者
の
生
活
再
建

や
生
業
再
建
、
大
船
渡
市
の
復
興
を
支

援
し
よ
う
と
、
岩
手
県
生
協
連
か
ら
全

国
の
生
協
に
支
援
募
金
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
３
月
か
ら
６
月
末
ま
で

に
、
６２
の
生
協
・
生
協
連
・
団
体
、
４
個

人
か
ら
、
２
億
３
，３
９
０
万
円
の
募

金
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
１０
日
に
は
、
岩
手
県
生
協
連
、

大
船
渡
市
役
所
職
員
生
協
で
渕
上
大
船

渡
市
長
に
目
録
を
贈
呈
。
大
変
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。
贈
呈
額
の
う
ち
、
災
害
義

援
金
に
１
億
円
（
被
災
者
等
へ
の
直

接
的
支
援
）

 

、
災
害
見
舞
金
に
１
億
３
，

３
９
０
万
円（
市
が
復
旧
や
復
興
事
業
）

が
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

渕
上
市
長
は
、「
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
を
着
実
に
く

ら
し
の
再
建
等
に
い
か
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
森
林
の
再
生
に
向
け
て
も

森
林
が
い
か
に
大
切
な
も
の
か
を
伝

え
、
造
林
計
画
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
政
府
が
責
任
を
も
っ
て
米
危
機
打
開
を

　
い
わ
て
食・農
ネ
ッ
ト
が
請
願
や
宣
伝

　

生
協
や
市
民
団
体
、
労
働
組
合
な
ど

１８
団
体
で
構
成
す
る
「
い
わ
て
食
・
農

ネ
ッ
ト
」
は
、
6
月
27
日
に
岩
手
県
生

協
連
・
岩
手
県
消
団
連
と
と
も
に
、「
米

危
機
打
開
を
は
か
る
た
め
に
政
府
が
米

需
給
に
責
任
を
も
ち
、
外
米
輸
入
の
拡

大
を
や
め
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
を

県
議
会
に
提
出
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
都
道
府
県
議
会
段
階

で
は
、
こ
の
間
の
米
危
機
を
め
ぐ
る
問

題
と
し
て
初
の
採
択
と
の
こ
と
で
す
。

米
生
産
の
拡
大
、外
米
輸
入
拡
大
反
対
、

稲
作
農
家
へ
の
保
障
な
ど
を
求
め
る
意

見
書
が
、
県
議
会
か
ら
政
府
へ
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
28
日
に
、「
米
危
機
打

開
に
政
府
は
責
任
を
！
外
米
輸
入
Ｎ

Ｏ
！
」
行
動
を
一
関
市
で
実
施
。
か
つ

て
な
い
米
不
足
と
価
格
高
騰
が
深
刻
化

し
て
い
る
一
方
で
、
外
米
輸
入
の
動
き

も
出
て
お
り
、
農
家
も
今
後
の
展
望
が

も
て
な
い
状
況
で
す
。
生
産
を
減
ら
し

す
ぎ
た
農
政
に
責
任
が
あ
り
、米
危
機
・

外
米
輸
入
に
対
す
る
怒
り
と
農
政
を
転

換
さ
せ
る
世
論
を
広
げ
る
た
め
、
い
わ

て
生
協
コ
ー
プ
一
関
コ
ル
ザ
前
で
の
署

名
宣
伝
と
、軽
ト
ラ
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

米
危
機
打
開
の
共
同
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

■
棄
権
せ
ず
に
投
票
に
行
こ
う
！
く
ら
し

　
ネ
ッ
ト
で
参
院
選
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

岩
手
県
生
協
連
ほ
か
８
団
体
で
構
成

す
る
、「
く
ら
し
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
い
わ
て
」（
略
称
：
く
ら
し
ネ
ッ
ト
い

わ
て
。事
務
局
：
岩
手
県
消
団
連
）で
は
、

７
月
２０
日
の
参
議
院
選
挙
岩
手
選
挙
区

立
候
補
予
定
者
に
、
消
費
税
、
米
の
不

足
や
価
格
高
騰
対
策
、
地
域
医
療
や
介

護
、
平
和
問
題
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
依
頼
。
回
答
を
一
覧
に
し
て
、
い

わ
て
生
協
店
舗
前
や
、
関
連
団
体
へ
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

く
ら
し
ネ
ッ
ト
い
わ
て
は
支
持
政
党

を
持
た
な
い
集
ま
り
で
す
が
、
有
権
者

に
各
候
補
者
の
政
策
を
投
票
の
参
考
に

し
て
も
ら
い
、
個
人
個
人
が
主
体
的
に

判
断
し
棄
権
せ
ず
投
票
に
行
こ
う
、
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

《
お
知
ら
せ
》

　
～
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
～

参
加
無
料

県議会議長に請願書を渡す、食・
農ネット荻原会長（右）

東磐井・西磐井農民組合による10台以上の軽
トラパレードは圧巻。

■
２
０
２
５
年
岩
手
県
消
費
者
大
会

１０
月
２９
日
（
水
） 

全
体
会
１０
時
半
～

 

分
科
会
１３
時
半
～　

盛
岡
市
ア
イ
ー
ナ　

ホ
ー
ル
他

全
体
会
：「
戦
後
80
年
～
こ
れ
か
ら
も

平
和
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
～
」（
仮
）

清
末
愛
砂
さ
ん

（
憲
法
学
者
・
室
蘭

工
業
大
学
教
授
）

講
演

分
科
会：
環
境
問
題
、
社
会
保
障
問
題
、

食
、
人
権
・
平
和
、
消
費
者
問
題
、
の

い
づ
れ
か
を
選
択
く
だ
さ
い
。

参
加
締
切
：
10
月
22
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：
岩
手

県
生
協
連

「深刻な被害を受けた生業や森林は再生に向け支
援が始まったばかり。息の長い支援を続けていき
たい」と岩手県生協連阿部会長（左）。
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